
会社概要

株式会社アンジェロ
（社会保険労務士法人 斎藤マネジメントオフィス・アンジェロ）

設立／1976年7月2日　スタッフ／ 17名（男性10名、女性7名）
社員平均年齢／ 28.5歳　顧問先会社／約350社（全て顧問契約）
士業ネットワーク会員／全国約650会員
業務内容／組織経営・人事労務コンサルティング、採用コンサル
ティング、IPO（株式公開）を目指す企業向け人事労務監査、社
会保険労務士業、年商2億円の事務所ノウハウを提供する士業開
業学校、年商2億円事務所の営業ツールなどを提供する士業ネッ
トワーク『アンジェロ』、営業代行を柱とした FC『アンジェロ』（フ
ランチャイズ）本部、web 事業／人材派遣業（般11-300307)、コー
ルセンター・アウトバウンド事業、芸能プロダクション 
URL ／■http://slmo.co.jp/     ■http://angelo-s.jp/

お名前：斎藤 隆浩　生年月日：1972年9月12日　出身：埼玉県　身長：178cm　体重：74kg　平均睡眠時間：8時間　平均起床時間：午前6時　
趣味：ゴルフ、野球、ドライブ　乗っている車：ハマー H2　おススメ本：『不道徳教育講座』三島 由紀夫（著）　家族：妻、子ども 3人　今までに訪れた国：5ヶ国　
座右の銘：Time is money　尊敬する人：織田 信長　今日の財布の中身：2 万 5000 円　好きな食べ物：ラーメン　嫌いな食べ物：特になし

経営者データ
ファイル

アンジェロ
代表取締役社長

日
本
最
大
級
の
社
労
士
法
人

―
―

御
社
は
全
国
の
社
労
士
事
務
所

の
中
で
も
最
大
級
の
規
模
だ
と
聞
き

ま
し
た
。

斎
藤
：
は
い
。
当
社
は
約
3
5
0
社
も

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
と
顧
問
契
約
を

結
ん
で
お
り
、
社
労
士
事
務
所
の
中
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
当
社
は
30
年
以
上
に
渡
っ

て
社
労
士
業
務
を
続
け
て
お
り
、
豊
富

な
実
務
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
質
も
非

常
に
高
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
社
労
士
業
務
の
豊
富
な
実
務
経
験

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、“
社
労
士
の
た

め
の
社
労
士
”と
し
て
、
全
国
の
社
労
士

向
け
に
講
演
や
本
の
出
版
も
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
全
国
ア
ン
ジ
ェ
ロ
グ
ル
ー

プ
と
い
う
社
労
士
＆
※

士
業
の
会
員
制
組

織
も
つ
く
り
、
約
6
5
0
名
の
会
員
の
方

に
ご
登
録
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

―
―

御
社
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
目
指
す
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
人
事
労
務
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
ね
。
Ｉ
Ｐ

Ｏ
を
目
指
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
陥
り

や
す
い“
人
事
労
務
の
課
題
”が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

斎
藤
：
は
い
。
ま
ず
全
体
論
と
し
て
、
近

年
は
上
場
審
査
が
厳
格
化
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
労
働
関
係
の
法
令

遵
守
に
つ
い
て
、
審
査
の
時
に
重
点
的

に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
上
場
企
業
も
含
め
、
労
務
問
題
を

抱
え
る
企
業
に
対
す
る
社
会
的
な
風
当

た
り
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
目

指
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
陥
り
や
す
い

人
事
労
務
の
問
題
を
お
話
し
ま
す
。

　

1
つ
目
が「
残
業
代
の
未
払
い
」。
8
割

以
上
の
未
上
場
企
業
が
こ
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
未
払
い
残
業
代
を
多
額
に

抱
え
て
い
る
企
業
は
、
証
券
会
社（
主
幹

事
証
券
）の
上
場
審
査
は
通
り
ま
せ
ん
。

ま
た
未
払
い
残
業
代
は
、
既
に
退
職
し

た
従
業
員
も
含
め
、
2
年
前
ま
で
遡
さ
か
の
ぼ

っ

て
支
払
う
義
務
が
あ
る
ん
で
す
。

　

2
つ
目
が「
※

36
協
定
の
違
反
」。
労
働

基
準
法
で
は
、
１
ヶ
月
当
た
り
の
時
間

外
労
働
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
限
を
超
え
て
従
業
員
を
働

か
せ
る
と
違
法
に
な
り
ま
す
。
こ
の
問

題
も
約
半
数
の
未
上
場
企
業
が
抱
え
て

い
ま
す
ね
。

　

そ
し
て
3
つ
目
が「
社
会
保
険
の
未
加

入
」。
こ
の
問
題
は
約
２
割
の
未
上
場
企

業
が
抱
え
て
い
ま
す
。「
ウ
チ
は
全
社
員

を
社
会
保
険
に
加
入
さ
せ
て
い
る
」と
他

人
事
だ
と
思
っ
て
い
る
経
営
者
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
労
働
の
実

態
に
よ
っ
て
は
、
契
約
社
員
や
ア
ル
バ

イ
ト
に
も
社
会
保
険
の
加
入
が
必
要
な

ん
で
す
。

　

最
後
の
4
つ
目
が「
高
い
離
職
率
」。
こ

れ
は
多
く
の
経
営
者
が
見
落
と
し
が
ち

で
す
が
、
た
い
へ
ん
重
要
な
問
題
で
す
。

そ
の
会
社
の
過
去
3
年
間
の
離
職
率
が

高
い
場
合
、
上
場
審
査
は
通
り
に
く
い
。

審
査
を
通
過
す
る
た
め
に
は
離
職
率
を

低
下
さ
せ
る
た
め
の
抜
本
的
な
改
善
策

を
証
券
会
社
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

「
36
協
定
の
違
反
」を

解
決
す
る
に
は

―
―

そ
れ
ら
の
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

斎
藤
：
ま
ず「
36
協
定
の
違
反
」は“
残
業

の
申
請
・
承
認
の
仕
組
み
”を
整
備
す
る

こ
と
で
解
決
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
残
業

に
対
す
る
考
え
を
※

労
使
間
で
統
一
し
た

上
で
、
社
員
が
事
前
に
残
業
を
申
請
す

る
制
度
を
つ
く
る
ん
で
す
。

―
―

な
ぜ“
残
業
の
申
請
・
承
認
の
仕
組

み
”を
整
備
す
れ
ば
、
問
題
が
解
決
す

る
ん
で
す
か
？

斎
藤
：
従
業
員
の
自
主
的
な
残
業
は“
時

間
外
労
働
”に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
、
当
社
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
例
を
お
話
し
ま
す
。

　

2
0
0
6
年
、
当
社
は
従
業
員
80
名

規
模
の
不
動
産
会
社
か
ら
依
頼
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
36
協
定
で
定
め

た
2
倍
以
上
の
時
間
外
労
働
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
会
社
の
経

営
状
況
や
業
務
内
容
を
考
え
る
と
、
す

ぐ
に
残
業
時
間
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と

は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
残
業
を
行

う
場
合
は
、
各
社
員
が
規
定
の
申
請
書

に
記
入
し
て
、
上
司
の
承
認
を
も
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
残
業
を
上

司
の
命
令
に
よ
る
も
の
と
、
自
主
的
な

も
の
の
2
種
類
に
区
分
け
し
た
ん
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
ル
ー
ル
と
意
識
を

社
内
に
浸
透
さ
せ
ま
し
た
。

　

結
果
、
実
質
的
な
業
務
内
容
を
変
え

る
こ
と
な
く“
時
間
外
労
働
”を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
企
業
は
、
2
年
後
の
2
0
0
8
年

に
は
無
事
に
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
市
場
へ
の

Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
果
た
し
ま
し
た
。

―
―

法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
上

で
、
現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
矛
盾
し
な

い
仕
組
み
を
導
入
し
た
わ
け
で
す

ね
。
で
も「
残
業
代
の
未
払
い
」に
は
、

ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

斎
藤
：
そ
れ
は
残
業
代
を
全
額
支
払
う

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
当
社
は
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
無
駄

な
残
業
を
発
生
さ
せ
な

い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
残

業
代
の
コ
ス
ト
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
社
会
保
険
の

未
加
入
」を

解
決
す
る
に
は

―
―

で
は「
社
会
保
険

の
未
加
入
」
の
問
題

に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

斎
藤
：
シ
ン
プ
ル
な
解
決
法
と
し
て
は
、

加
入
要
件
を
満
た
し
た
従
業
員
を
社
会

保
険
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
上
で

過
去
2
年
前
ま
で
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
社
会
保
険
料

を
払
え
ば
よ
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
難

題
な
ん
で
す
。

　

実
際
、
1
年
後
に
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
目
指
し

て
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
当
社
に

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
約

4
5
0
名
の
従
業
員
の
中
で
約
2
0
0

名
が
社
会
保
険
に
未
加
入
で
し
た
。
し

か
し
従
業
員
2
0
0
名
の
2
年
分
の
社

会
保
険
料
は
膨
大
な
金
額
に
の
ぼ
り
ま

す
。
1
人
当
た
り
の
社
会
保
険
料
を
月

4
万
円
と
計
算
す
る
と
、
2
0
0
名
の

2
年
分
の
金
額
は
2
億
円
近
く
に
な
り

ま
す
。
社
会
保
険
料
は
会
社
と
従
業
員

が
折
半
で
支
払
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
１
億
円
近
く
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
従
業
員
に
と
っ
て

も
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

―
―

ど
う
や
っ
て
問
題
を
解
決
し
た
の

で
す
か
？

斎
藤
：
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
経
営

リ
ス
ク
を
計
算
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
証
券
会
社
に
提

出
し
た
ん
で
す
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
の
完

成
度
と
当
社
の
交
渉
力
に
よ
り
、
証
券

会
社
の
審
査
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
当
社
に
豊
富
な
実
績
が

あ
っ
た
こ
と
も
、
レ
ポ
ー
ト
が
評
価
さ

れ
た
理
由
で
し
た
ね
。
結
果
、
そ
の
企

業
は
莫
大
な
過
去
の
社
会
保
険
料
を
負

担
せ
ず
に
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
目
前
に

迫
っ
て
い
た
企
業
に
対
す
る
緊
急
的
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
本
来
は
上
場

申
請
年
度
の
3
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
し
っ

か
り
人
事
労
務
周
り
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
上
場
審

ＩＰＯ（株式上場）を目指すベンチャー企業が取り組むべきことは何だろうか。最初に思い浮かぶのは、明確な事業プラ
ンの策定と確実な予算の達成だろう。そして、その後に会計制度や内部体制の整備となる。しかし、ここで多くのベン
チャー企業が見落としがちな分野がある。それは“人事労務”分野だ。今回取材したアンジェロは、この“人事労務”分野
のコンサルティングをしているプロフェッショナル集団だ。同社は※社労士の業界で日本最大級の規模を誇り、豊富な実
務経験を持つ。今回は社長の斎藤にＩＰＯを目指すベンチャー企業が陥りやすい“人事労務の課題”について聞いた。

斎藤 隆浩
さいとう　たかひろ

ベンチャー企業が陥りやすい
“人事労務の課題”とは

クライアント企業350社を誇る日本最大級の社労士法人

※
社
労
士（
社
会
保
険
労
務
士
）：
社
会
保
険
労
務
士
法
に
基
づ
き
、
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
労
働
及
び
社
会
保
険
に
つ
い
て
の
諸
問
題
な
ど
、
経
営
の
4
要
素
と
い
わ
れ
る「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」の
ヒ
ト
に
関
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。　

※
士
業
：
業
務
の
代
行
を
目
的
に
国
家
資
格
等
を
有
し
た
専
門
家
の
総
称
。
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、

行
政
書
士
、
会
計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
な
ど
が
あ
る
。　

※
36
協
定
：
労
働
基
準
法
第
36
条
に
定
め
て
い
る
労
使
協
定
の
こ
と
。
本
来
、
労
働
基
準
法
で
定
め
て
い
る
時
間
を
超
え
て
従
業
員
に
労
働
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
が
、
こ
の「
36
協
定
」を
労
使
で
締
結
し
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
届
け
出
た
場
合
に
労
働
時
間
の
延
長
が
可
能
と
な
る
。　

※
労
使
：
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た「
労
働
者（
従
業
員
）」と「
使
用
者（
企
業
）」の
こ
と
。

査
は
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も“
良
い
会
社
”を
つ
く
る
た

め
に
こ
そ
、
人
事
労
務
面
の
整
備
が
必
要

な
ん
で
す
。

社
労
士
の
力
で
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
成
長
を
後
押
し
し
た
い

―
―

な
る
ほ
ど
。
最
後
に
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

斎
藤
：
世
の
中
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

多
く
は
人
事
労
務
の
分
野
が
未
整
備
で

す
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
目
指
す
か
ど
う
か
に
関
わ

ら
ず
、
従
業
員
を
大
切
に
し
な
い
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
中
長
期
的
な
成
長
は
望

め
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
私
た
ち
社
労
士
の
力
で
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
中
長
期
的
な
成
長
を
後

押
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
人
事
労
務
の
こ
と
な
ら
社
労
士
」と
い
う

認
知
度
を
高
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
よ

り
良
い
会
社
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
。そ
の
上
で「
人
事
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ら
ア
ン
ジ
ェ
ロ
」と
い
う
風
に
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

社会保険労務士

残業代の未払い

36協定の違反

社会保険の未加入

PROFILE
1972年、埼玉県生まれ。早稲田大学を卒業後、
現事務所に入社。99年に社会保険労務士試験に
合格し、翌年に社会保険労務士として開業登録。
父である相談役の下、労務経営コンサルタント、
社会保険労務士として活動し、執筆活動も展開。
2000年8月に「現代労務経営指導協会」理事長、社
会保険労務士「斎藤労務経営事務所（現：社会保険
労務士法人斎藤マネジメントオフィス・アンジェ
ロ）」代表に就任。2006年5月、株式会社アンジェ
ロの代表取締役社長に就任。のべ 1000本以上の
就業規則の作成・診断に携わり、現在では 350社
のクライアント企業に対して労務コンサルティン
グを行っている。また同業である全国の社労士に
対しても指導・教育を行っている（士業開業学校・
開業塾・士業ネットワーク主宰 )。

高い離職率
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ベンチャー企業がＩＰＯ前につまずかないための

人事労務●つのチェックポイント4
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● 法定労働時間（週40時間、１日8時間）を超えた時間外労
働は通常の賃金額の 25％以上の率で計算した割増賃金を支
払わなければならない
● 未払い賃金は過去2年分まで支払う義務がある

▼労働時間の適正な把握をする（タイムカード、ＩＣカード、
ＩＤカード等の客観的な記録を基礎として確認し、記録する）

● 契約社員・パートタイマー・アルバイトであっても、1年以
上継続して雇用されることが見込まれ、労働時間が同業の
業務に従事する正社員の 4分の 3 を超えていれば、全ての
社会保険（労災保険・雇用保険・健康保険・厚生年金保険）に加
入しなければならない。
● 未加入の状態を放置すると、社会保険事務所から強制的
に過去2年分の保険料を徴収される場合がある

▼従業員の実質的な労働状況を把握し、社会保険に加入
させる。

● 36協定を届出せずに、法定労働時間（週40時間、１日8
時間）を超えて労働者を働かせると、労働基準法違反となる

（6 ヶ月以下の懲役又は 30万円以下の罰金）
● 法定労働時間（週40時間、１日8時間）を超えて労働者を
働かせることができるのは週15時間（月45時間）
● 36協定で締結した上記の労働時間を超えて労働者を働か
せると、労働基準法違反となる（6 ヶ月以下の懲役又は 30
万円以下の罰金）

▼労使間で相談し、残業の考え方を統一する。残業申請・
承認の仕組みをつくる。

● 過去3年間の離職率が高い場合、証券会社（主幹事証券）の上
場審査が通りにくい

▼離職率を低下させるための具体的な改善策（書類）を証券
会社に提出する。

4つのチェックポイントでわかる


